
内
閣
衆
質
一
五
〇
第
二
〇
号

平
成
十
二
年
十
二
月
一
日

内
閣
総
理
大
臣

森

喜

朗

衆

議

院

議

長

綿

貫

民

輔

殿

衆
議
院
議
員
山
花
郁
夫
君
提
出
東
京
鉄
道
立
体
整
備
株
式
会
社
お
よ
び
小
田
急
小
田
原
線
連
続
立
体
交
差
事
業
に
関
す
る
質

問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。

平
成
十
二
年
十
二
月
一
日
受
領

答

弁

第

二

〇

号



衆
議
院
議
員
山
花
郁
夫
君
提
出
東
京
鉄
道
立
体
整
備
株
式
会
社
お
よ
び
小
田
急
小
田
原
線
連
続
立
体
交
差
事
業

に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

第
一
の
一
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
東
京
鉄
道
立
体
整
備
株
式
会
社
（
以
下
「
第
三
セ
ク
タ
ー
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
は
、
東
京
都
が
平
成
十
年

十
二
月
に
策
定
し
た
「
東
京
都
行
政
改
革
プ
ラ
ン
」
に
お
い
て
行
政
改
革
の
一
環
と
し
て
統
廃
合
を
検
討
す
る
こ
と
と
さ
れ

た
こ
と
か
ら
、
東
京
都
の
所
管
部
局
に
お
い
て
検
討
し
た
結
果
、
解
散
の
方
針
が
決
定
さ
れ
、
平
成
十
二
年
三
月
二
十
八
日

に
開
か
れ
た
第
三
セ
ク
タ
ー
の
臨
時
株
主
総
会
の
議
決
を
経
て
、
同
年
四
月
一
日
を
も
っ
て
解
散
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、

解
散
に
至
っ
た
詳
細
な
理
由
に
つ
い
て
は
、
承
知
し
て
い
な
い
。

第
一
の
二
及
び
三
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
事
業
内
容
に
つ
い
て
は
、
別
表
第
一
の
と
お
り
で
あ
っ
た
と
承
知
し
て
い
る
。
ま
た
、
当
該
事
業
内
容
は
、
第

三
セ
ク
タ
ー
が
解
散
に
至
る
ま
で
変
更
が
な
か
っ
た
も
の
と
承
知
し
て
い
る
。

第
一
の
四
に
つ
い
て

第
三
セ
ク
タ
ー
は
、
鉄
道
と
交
差
す
る
都
市
計
画
道
路
に
つ
い
て
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
五
十

一



九
条
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
都
市
計
画
事
業
の
認
可
を
受
け
て
道
路
事
業
を
施
行
し
て
い
た
が
、
鉄
道
の
立
体
化
を
図
る

連
続
立
体
交
差
事
業
は
施
行
し
て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
「
都
市
に
お
け
る
道
路
と
鉄
道
と
の
連
続
立
体
交
差
化
に
関
す

る
協
定
」
（
平
成
四
年
三
月
三
十
一
日
運
輸
省
鉄
道
局
長
、
建
設
省
都
市
局
長
、
建
設
省
道
路
局
長
協
定
）
第
二
条
（
�
）

及
び
第
四
条
の
記
述
に
反
す
る
も
の
で
は
な
い
。

第
一
の
五
に
つ
い
て

日
本
電
信
電
話
株
式
会
社
の
株
式
の
売
払
収
入
の
活
用
に
よ
る
社
会
資
本
の
整
備
の
促
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
昭
和

六
十
二
年
法
律
第
八
十
六
号
。
以
下
「
社
会
資
本
整
備
特
別
措
置
法
」
と
い
う
。
）
第
二
条
に
お
い
て
は
、
同
条
第
一
項
第

一
号
に
掲
げ
る
事
業
に
要
す
る
費
用
に
充
て
る
資
金
の
無
利
子
貸
付
け
に
つ
い
て
、
「
別
に
法
律
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
」

る
こ
と
と
規
定
し
て
お
り
、
こ
れ
を
受
け
て
、
民
間
都
市
開
発
の
推
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
昭
和
六
十
二
年
法
律
第
六

十
二
号
）
附
則
第
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
民
間
都
市
開
発
推
進
機
構
が
、
社
会
資
本
整
備
特
別
措
置
法
第
二
条

第
一
項
第
一
号
に
該
当
す
る
一
定
の
事
業
を
施
行
す
る
地
方
公
共
団
体
の
出
資
又
は
拠
出
に
係
る
法
人
に
対
し
、
当
該
事
業

の
施
行
に
要
す
る
費
用
に
充
て
る
資
金
の
一
部
を
無
利
子
で
貸
し
付
け
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

第
一
の
六
に
つ
い
て

二



第
三
セ
ク
タ
ー
に
対
す
る
街
路
事
業
資
金
収
益
回
収
特
別
貸
付
金
（
以
下
「
Ｎ
Ｔ
Ｔ－

Ａ
資
金
」
と
い
う
。
）
の
各
年
度

ご
と
の
貸
付
額
は
、
別
表
第
二
の
と
お
り
で
あ
る
。

第
一
の
七
に
つ
い
て

第
三
セ
ク
タ
ー
が
解
散
し
た
後
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ－

Ａ
資
金
の
貸
付
け
は
行
っ
て
い
な
い
。

第
一
の
八
及
び
九
に
つ
い
て

第
三
セ
ク
タ
ー
に
貸
し
付
け
ら
れ
た
Ｎ
Ｔ
Ｔ－

Ａ
資
金
に
係
る
債
務
に
つ
い
て
は
、
当
事
者
間
の
契
約
に
よ
り
東
京
都
道

路
公
社
が
承
継
し
た
も
の
と
承
知
し
て
い
る
。
な
お
、
第
一
の
四
に
つ
い
て
で
述
べ
た
と
お
り
、
第
三
セ
ク
タ
ー
は
連
続
立

体
交
差
事
業
の
施
行
者
で
は
な
い
。
ま
た
、
第
三
セ
ク
タ
ー
解
散
後
の
御
指
摘
の
収
益
事
業
の
取
扱
い
に
つ
い
て
は
、
承
知

し
て
い
な
い
。

第
一
の
十
に
つ
い
て

国
は
、
第
三
セ
ク
タ
ー
又
は
東
京
都
か
ら
第
三
セ
ク
タ
ー
の
事
業
の
範
囲
及
び
そ
の
推
移
に
つ
い
て
報
告
を
受
け
た
こ
と

は
な
く
、
ま
た
、
第
三
セ
ク
タ
ー
に
対
し
て
行
政
指
導
等
を
行
っ
た
こ
と
も
な
い
。
な
お
、
第
一
の
四
に
つ
い
て
で
述
べ
た

と
お
り
、
第
三
セ
ク
タ
ー
は
連
続
立
体
交
差
事
業
の
施
行
者
で
は
な
い
。

三



第
二
の
一
に
つ
い
て

都
市
計
画
決
定
さ
れ
た
都
市
高
速
鉄
道
第
九
号
線
に
関
す
る
事
業
の
う
ち
東
京
都
か
ら
平
成
六
年
四
月
十
九
日
に
都
市
計

画
事
業
に
係
る
認
可
の
申
請
の
あ
っ
た
既
設
線
の
連
続
立
体
交
差
化
に
係
る
事
業
（
以
下
「
本
件
連
続
立
体
交
差
事
業
」
と

い
う
。
）
に
つ
い
て
は
、
建
設
大
臣
が
平
成
六
年
五
月
十
九
日
に
都
市
計
画
事
業
の
認
可
を
し
、
同
年
六
月
三
日
に
当
該
認

可
の
告
示
を
行
っ
た
。
ま
た
、
東
京
都
に
聞
い
た
と
こ
ろ
、
本
件
連
続
立
体
交
差
事
業
の
工
事
は
同
年
十
二
月
に
着
手
さ
れ

た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

第
二
の
二
に
つ
い
て

本
件
連
続
立
体
交
差
事
業
の
施
行
者
は
東
京
都
で
あ
り
、
工
事
の
実
施
の
方
法
に
つ
い
て
は
、
東
京
都
に
お
い
て
適
正
に

判
断
さ
れ
て
い
る
も
の
と
考
え
る
。
な
お
、
一
般
に
、
事
業
の
施
行
者
が
こ
れ
を
自
ら
実
施
す
る
か
他
の
者
に
委
託
し
て
実

施
す
る
か
は
、
法
令
等
に
よ
り
特
に
制
限
さ
れ
て
い
な
い
限
り
、
事
業
の
施
行
者
に
お
い
て
自
由
に
選
択
で
き
る
も
の
と
考

え
る
。

第
二
の
三
及
び
四
に
つ
い
て

本
件
連
続
立
体
交
差
事
業
に
つ
い
て
は
、
都
市
計
画
決
定
さ
れ
た
都
市
高
速
鉄
道
第
九
号
線
に
関
す
る
事
業
の
う
ち
日
本

四



鉄
道
建
設
公
団
（
以
下
「
公
団
」
と
い
う
。
）
が
鉄
道
の
輸
送
力
の
増
強
を
図
る
た
め
に
複
線
を
四
線
と
す
る
事
業
（
以
下

「
本
件
複
々
線
化
事
業
」
と
い
う
。
）
及
び
鉄
道
と
立
体
交
差
す
る
都
市
計
画
道
路
事
業
を
除
い
た
事
業
計
画
を
も
っ
て
東

京
都
か
ら
都
市
計
画
事
業
の
認
可
に
係
る
申
請
が
さ
れ
、
都
市
計
画
法
第
六
十
一
条
の
規
定
に
基
づ
き
建
設
大
臣
が
認
可
し

た
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
事
業
主
体
が
公
団
で
あ
る
こ
と
の
み
を
も
っ
て
本
件
複
々
線
化
事
業
を
都
市
計
画
事
業
か

ら
除
外
し
た
も
の
で
は
な
い
。

第
二
の
五
に
つ
い
て

本
件
複
々
線
化
事
業
の
実
施
の
方
法
に
つ
い
て
は
、
日
本
鉄
道
建
設
公
団
法
（
昭
和
三
十
九
年
法
律
第
三
号
）
第
二
十
二

条
第
五
項
の
規
定
に
基
づ
き
公
団
と
小
田
急
電
鉄
株
式
会
社
と
が
協
議
し
て
決
定
す
る
も
の
で
あ
り
、
本
件
複
々
線
化
事
業

の
一
部
を
公
団
が
小
田
急
電
鉄
株
式
会
社
に
委
託
す
る
こ
と
に
つ
い
て
も
、
当
該
協
議
を
経
て
決
定
さ
れ
た
も
の
と
承
知
し

て
い
る
。

第
二
の
六
に
つ
い
て

御
指
摘
の
「
線
増
部
分
の
事
業
」
は
、
公
団
が
鉄
道
の
輸
送
力
の
増
強
を
図
る
た
め
に
複
線
を
四
線
と
す
る
事
業
で
あ

り
、
本
件
連
続
立
体
交
差
事
業
の
一
部
で
は
な
い
。

五



第
二
の
七
に
つ
い
て

国
が
本
件
連
続
立
体
交
差
事
業
の
工
事
費
に
対
し
て
交
付
し
た
各
年
度
ご
と
の
補
助
金
の
額
は
、
別
表
第
三
の
と
お
り
で

あ
る
。
な
お
、
用
地
費
は
補
助
金
の
交
付
対
象
外
で
あ
る
。

都
市
計
画
法
第
六
十
条
第
三
項
第
一
号
の
図
面
に
記
載
さ
れ
て
い
る
都
市
高
速
鉄
道
第
九
号
線
の
事
業
地
の
う
ち
、
本
件

連
続
立
体
交
差
事
業
の
事
業
地
は
黄
色
に
着
色
さ
れ
て
い
る
部
分
で
あ
り
、
本
件
複
々
線
化
事
業
の
事
業
地
は
そ
の
余
の
部

分
で
あ
る
。
ま
た
、
同
項
第
二
号
の
図
書
の
一
部
で
あ
る
標
準
横
断
図
に
記
載
さ
れ
て
い
る
鉄
道
施
設
の
う
ち
、
本
件
連
続

立
体
交
差
事
業
の
施
工
部
分
は
赤
色
に
着
色
さ
れ
て
い
る
部
分
で
あ
り
、
本
件
複
々
線
化
事
業
の
施
工
部
分
は
そ
の
余
の
部

分
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
図
面
及
び
図
書
は
、
同
法
第
六
十
二
条
第
二
項
等
の
規
定
に
基
づ
き
東
京
都
世
田
谷
区
に
お
い
て
縦

覧
に
供
さ
れ
て
い
る
。

公
団
が
本
件
複
々
線
化
事
業
に
対
し
て
支
出
し
た
各
年
度
ご
と
の
事
業
費
の
額
は
、
別
表
第
四
の
と
お
り
で
あ
る
。

第
三
セ
ク
タ
ー
が
東
京
都
市
計
画
道
路
事
業
幹
線
街
路
補
助
線
街
路
第
百
二
十
八
号
線
に
関
す
る
事
業
に
対
し
て
支
出
し

た
用
地
費
及
び
工
事
費
に
充
て
ら
れ
た
各
年
度
ご
と
の
Ｎ
Ｔ
Ｔ－
Ａ
資
金
の
額
は
、
別
表
第
五
の
と
お
り
で
あ
る
。
な
お
、

第
二
の
三
及
び
四
に
つ
い
て
で
述
べ
た
と
お
り
、
本
件
複
々
線
化
事
業
の
施
行
者
は
公
団
で
あ
り
、
第
三
セ
ク
タ
ー
は
本
件

六



複
々
線
化
事
業
に
対
し
て
事
業
費
を
支
出
し
て
い
な
い
。

第
二
の
八
に
つ
い
て

本
件
連
続
立
体
交
差
事
業
の
都
市
計
画
事
業
の
認
可
に
当
た
っ
て
は
、
都
市
計
画
法
第
六
十
一
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
申

請
さ
れ
た
事
業
の
内
容
が
都
市
計
画
に
適
合
し
、
か
つ
、
事
業
施
行
期
間
が
適
切
で
あ
る
か
否
か
等
を
審
査
し
た
も
の
で
あ

る
。

七
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